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珪i築はその細胞壁である珪酸質の殻に級々な僕様を

持つため，分類はそれらの形態的特徴 (例えば，外形，

条級の配列J儀式， 10fJm中の条線数や点紋数，中心、域

や取111或の形，縦減Jの形状等)によって行われてきた。

そしてその結果は， Husledt (1927-66， 1930)， Hend巴y

(1964)， Palrick and Reimer (1966， 1975)等によって

まとめられ， これらの著作中での極あるいは属の扱い

が分類学的基準として広く受け入れられてきた。しか

し，1970年代から使われ始めた走査屯子顕微鏡が，広

く珪藻の観察に用いられるにつれ，般の{故郷構造にl渇

する情報が著しく増加した。それに伴い光学顕微鏡l時

代にはなかった新たな形質が，分類に)IJいられるよつ

になった。その結果，それぞれの分類併の形態的特徴

がE!t-JIi{gになり ，光顕レベルでは識別が困嫌であった分

類鮮が容易に識別できたり，逆に同じ分dJll洋と忠、われ

ていたものが異なる分類群であることが判明すること

も少なくなかった。また，タイプスライドやタイプ試

料の再調資が雌んに行われるようになり，簡単な記載

や図だけに IU~ られていた原記載の情報に，タイプの光

!ilJ[写真 (Simons巴n1987)ゃあるものでは屯顕での観察

も加わり， 1 片典的分類群の特徴が明石ï~になり ， 分類学

(I%}f究に大きな影響を与えた。また，これまでほとん

ど分頒には反映されなかった細胞構造や生活史に関わ

る特徴が，分類形質として注目されるようになった

(Mann 1989， 1993)。
こうした批近の研究の流れの中で，急増した新たな

情報を経理し珪藻全体の体系の見直しを行こなったの

が Round迷 (1990)であった。その著{Ij:"lhe diatoms" 

の1:1'1で彼らが挺IIgした分類体系はこれまでのものとは

大きく異なり，特に上位の各階級 (綱，1!i:綱，目， 1!i: 

目，科)に多数の新分類群を設立した。また，取り扱っ

た254属全てを走査屯顕観察をもとに解説している。
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表1.丹'agi1ari・a属とその近縁属との比較

属名 丹'8gilaria
タイプ種 F. pectinalis 
(B田ionym)

生活形 糸状群体

生育地 淡水，多くは底生

葉緑体 2枚(殻面)

外形 線状~楕円形

軸域 線条，皮針形，中央で片側l
(stemum) に広がることがある

条線 単純単列で殻套まで，殻
中央部で欠くものあり

胞紋 繊細，しばしば円銭状
(rota) 

連結針 単純，先広，二叉分校

apical pore field やや発達，窪みの中

唇状突起 1個

plaques あり

copula 数枚(多くは4枚)，開放
型

valvocopula 一列胞紋

組み替えられた種類 F. capucina 
(旧名) F. vaucheriae 

F. minuscula 
F. crotonensis 

これらの属の中には，彼らがこの著書の中で新たに記

載した17属を含め， 34の新属といくつかの新組み合わ

せが含まれている。また， 20属以上が1980年以降に他

の研究者によって設立された新しいものである。この

ような属レベルでの新設や新組み合わせば，直接学名

の変更につながり，日常的な研究にも大きく関わる問

題である。そこで，彼らの新属を中心に，最近変更の

あった属について，本邦の試料を用いた走査電顕観祭

をもとに紹介する。

今回は無縦溝羽状珪藻の Fragilaria属(狭義の)と

その近縁の6属について紹介する。これらは全て淡水

の珪藻である。近縁の6属中の5属は，全て従来

FragiraJia属(以後旧丹'Ilgilariaと呼ぶ)に含まれていた

Staurosirella S臼urosira
S. lapponica S. cons白llens
(Fragi1arial apponica) (丹'8gi1ariacons.加 ens)

短い糸状かジグザグ群体 単独，糸状かジグザグ群体

淡水，付着 淡水，付着

2枚(帯面) 2枚(帯面)

線状~楕円形，十字形 卵形，楕円形，十字形，希に三
角

広い 狭い(中央部を除いて)

単列で殻套まで 単列で殻套まで
肥厚した開条線

スリット状 円形，楕円形で師板あり

複雑分校，間条線上 開条線上、大きく
へら状，二叉分校

2，3-多数の小孔列 2，3の遊離小孔~数個

なし なし

あり 小さく目立たない
(ないことある)

8-10枚，開放型，殻端で強〈湾 6-8枚かそれ以上，開放型，
曲 胞紋なし，強〈湾曲

幅広，深い鋸歯 幅広

F.pinna臼 F. construens 
F. afric.四a F. elliptica 
F.leptos白山'On

もので， WiliamsandRound (1987， 1988， 1990)によっ

て別属とされたものである。また，ここでは紹介しな

いが，従来のSynedra属(以後旧S戸 E伽と呼ぶ)から

も5属が新たに設立されている。旧Fragi1ariaと|日

S列t白は淡水の代表的な属で，池・川・湖・湿原など

にたくさんの種類が出現する。このふたつの属は，旧

Fragilaria は小形で帯状群体を作るのに対し，旧S戸lem百

は大形で細長く単独か叢状群体を作ることで分けられ

ていたが，その区別は必ずしも明確ではなかった

(Pa甘ickand Reimer 1966， Lange-Berta1ot 1980， Round 

1984， Poulinetal.1986)。そのためLange-Be瑚lot(1980) 

はこの2属を丹'Ilgilaria属(広義の)にひとまとめにし

た。これに対し Williamsand Round (1987)は新たな
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P珂udosta町四回 Punctas的ata
P. brevistriata P. linearis 
(丹"Bgilariab.児 vis白血ヨ)

固く結合した糸状群体 短い糸状，分校状群体

淡水 淡水

板状で側生? 不明

線状~楕円形でときに波打つ， 線状，楕円形，異極，片側にへ
十字形 こみ

非常に広い 狭い

殻面単列数偲 (1・4)， 多列(網状)，互生
殻套に1個

大きめな楕円形，円形でメッ 小円形
シュ状飾板

条線上，へら状，分枝状 条線または開条線上にピラ
ミッド形，二叉分校

小さく数個の小孔，縁取りあり 片側のみ(見にくい)

なし なし

殻套縁に沿って あり (P. robustn) 

数枚，殻端でそれほど狭くなら 数枚，胞紋なし殻端で狭い
ない，開放型

幅広，胞紋なし 広くない

F. zeillen 
F. construens 
v. bin皿usf. robusta 

形質に着目することで逆に多数の属に細分化した。

ここではWilliamsand Roundの分類を紹介する。彼

らはこれらの属を分類するために，表 lに示したよう

な13の形質に着目した。これらの形質の中には生態的

特性と形態的特性が含まれているが，実際に重要な識

別形質は微細構造的特徴である。これらの属はだだひ

とつの形質によってお互いを区別することはできず，

2， 3の形質の組み合わせで初めて識別が可能となる。

表中の太字で示された特徴がその識別形質に該当す

る。各属の特徴は以下のようである。

Fragilaria Lyngbye (Fig. 1a. b. Fig. 2) 

従来の属の範囲を見直し，淡水性で群イ本を形成し，

単列胞紋からなる条線と，一個の唇状突起をもつもの

丹羽Igilarifonna
F. vIrescens 
(丹"Bgilariavirescens) 

糸状かジグザグ群体

淡水(酸性域)

小円盤状，数個

楕円形，皮針形，線状

M宙望y胡 a
M. martyi 
(Opephoram由。命

単独

淡水，付着

卵形，楕円形，頭側に明瞭な
へこみ (step)

非常に狭い(外面観では識別 狭い
不能

単列，殻套まで連続 単列，殻套まで連続，肥厚し
た間条線

小円形 スリット状
単純板状師板

開条線上，へら状，管状 なし

顕著，密集した小孔 片側(足側)

1個 なし

あり なし

4-6枚，開放型，ー列胞紋あり， 5枚まで，開放型，殻識で強
殻端で狭くならない 〈湾曲

片側に小隔壁あり 幅広い

F. bicapita臼
F. constric臼
F.lata 
F. acidobiontica 

に限定した。そのため，旧Frngilaria~こ含まれていた分

類群から，唇状突起を持たないグループ (S飽町"Osirella，

Staurosira， Pseudostaurosira， Punc臼striata) と唇状突起

があっても条線構造の異なる Fragilariafonnaが新たに

別属として分離された。

外形は線状，線状皮針形，楕円形で，殻端は頭状

(Fig.2a)。細胞は刺状または先端が広がるかあるいは

二叉分校した連結針によって結合し，帯状群体を形成

する (Fig.2b)。軸域 (stemum)は線状または皮針形

で，中心域はあるが，一部ものでは片側だけにある

(Fig.2a， d)。条線は単列胞紋で，殻面から殻套まで連

続しているが， しばしば連結針によって中断される

(Fig.2f)。胞紋は円形の薄い師板をもっ (Fig.2f)。殻

端の小孔域 (apicalpore field)は比較的発達し，全体
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Fig. 1. Liglll micrographs. a: Fragilaria c"OIοlIellsis Kiuon. b: Fragilaria ¥!ol/cher;{/e (Kutzing) Peterscn. c， d， e: Sr(lurosirella sp. f.呂

Staurosira cOllslruens Ehrenberg va仁COIlSfrueIlS.h: SwuIIJsira COIlSlrl/enS var.阿川町 Ehrenbel呂 i: SWllrGsira elliprica (Shumann) Williams 

& ROllnd， J， k， 1: PselldoswlI何回irobrevisrriata (Grunow) Willinms & Round. 111，11，0: PUII(;/Ostriara /i1/earis Williams & Round (?). p， q 

Fragilarifonlla virescells (Ralfs) Williams & ROllnc¥， r， S， 1: Martyalla lIIarryi (トleriballd)ROllnd， Scale bar = 10 pm 

が少し窪んでいる (Fig，2f)。唇状突起 (rimoporurulaま つ1[11聞である。創IIJl包は小形で，短い糸状かジグザグ群

たは labiareprocess)は一方の殻端近くにあり， flIiまた 体を作る 。 外形は線状~桁円形，十字71~ といろいろあ

はやや斜めに配置する (Fig，2d， e)。プラーク り，奥極性を示すものもある。条線は単列の条線はス

(plaques ;小さな飾り板)が殻の縁に沿って並ぶ (Fig リット状の)J包紋からなり，殻套まで連続する (Fig，3a-

2c， f)。殻荷は開放型で，多くは 4枚の新片 (copula) 巴)。 また，条線はJl巴厚した間条線によって，そして各

から成る (Fig.2r)。殺に直接接している接殻帯片 )抱紋は肥厚した}jjJ骨によって仕切られる点が本属の大

( valvocopula)には-9'iJのJl包紋がある (Fig.2e)。 きな特徴である。Williams等 (1987)の記載や写真に

はないが，我々の観察したものでは粂線の義側が部皮

Stαurosirella Ehrenberg (Fig. 1 c， e， Fig. 3) によ って被われているものがあった (Fig.3c) 0 iill結針

この腐は Fr得 ilari"lapponica (原名)をタイ プ種と はI/'¥J条線上の殻閣殻套境界部にあり ，複併{に分校した

して設立され，F pi/J/JiI/a， F leptost<山 011などが含まれ 情造を示すものもある (Fig.3c矢印)。殻端の小孔域

る 。 これらのf:í[lJJ~は 旧 FragiJaria の仁1" では太い粂線をも は2，3 ~多数の小孔から成るとあるが，種類によ って
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欄圃醐圃. d 

Fig. 2. Fragilaria. SEM. a， d， e， f: Fragi/ariaνC1ucheriae (Kutzing) Petersen. b， c: Fragilaria crotonetlsis Kitton. a: Whole valve. exterior， with 

capitate poles and unilateral central area. b: Colonial frustules， girdle view. c: Interlocking splayed spines On the valve face/mantle jUl1ction and 

plaques on the valve mantle (arrows). d: Whole valve，川terIor.e: Valve pole， interior， with rimopotula. f: Colonial frustules， exterior， showing 

apical pore日eld，plaques (arrows)， uniseriate areolae wilh discoid vela， and open valvocopula. Scale bars = 5μm (a-d，η，and Iμm (e) 
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Fig. 3. Slaurosirella sp. SEM. a: Whole valve， exterior， sho¥Ving thickened interstriae， slit like areolae， a wide stemum， bifurcate spines on the 

valve racefmanue junction and a depression (step) at one pole (arrow) b: Whole valve. exterior， with hetero poles. c: Neighboring valves 

sho¥Ving the inner hymenate occlusions of the striae and branched spines (arro¥V) . d: Whole valve， exterior， showing a step and apical pore 

field at the each pole. e: Valve pole， exterior， ¥Vith apical pore tield consisting 01' many rows of poroids. Scale bars = 5μm (a， b， d) ，and 1 

~m (c， e) 

(Next page-・)Fig. 4. Staurosil1l. SEM. a， b， c， d: Swuros問 c0l1s1mensEhr. var. COI1strucns. e: Stllurosinl elliptica (Shumann) WiJliams & 

Round. f: Staurosira conSlruens var. venter Ehrenberg. a: Whole valve， exterior， showing a narrow stemum ，md spatulate spines. b: Valve 
center， exterior， showing uniserIat.e rows of areolae. c， d : Girdle vicw of colonies. e: Girdle vicw of frustu!e showing the cingulum and a fcw 

porcs of the npical pore field (arrow) . f: Colonial frustules， girdle view， showing linking spines and extrcmely curved bands. Scale bars = 5 

μ111 (a， c， d，り，and1μm (b， e) . 
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Fig. 6. PunCl8striata linearis Williams & Round (?) . a: Whole valve. eXlcrior， showIng striae consislIng of mallIseriate rows of areolae. b 

¥Vbole fmSlUle showing bifurcalC spines on the inlcrSlrIac. C: Whole fruslule. girdle vicw，則Lha depression aL one poJe (arro¥V) d: WhoJe 

vnlvc. exterior. with a apical pore field川 onepoJe (削row) e: Internal vicw of whole valve. Scale bars = 5μ111 

(_ Previolls page) Fig.5. Pseudost!lUrosira brevisru"w (Grllnow) WiJJia111s & ROllnd. SEM. a: WhoJe frllsLUJe sho¥Ving a very、.vide
sternul1l and striae consisting of tWQ areolae. b: ¥Vhole valve. eλterior， wIlh elongate areolae on thc valve face and small apical pore field. C 

Neighboring valves， InterIor. showIng inner occlusion ofthe slri日 d:WhoJe J'rllstuJe. exterior. sho¥Ving spatuJate spines and pJaques aJong the 

111川 tleedge. e: Inlcrnal view. f: Detail of areol此 川terior.with mcsh like inner occlusion. Scale bars = 5μm (a， b. c， d， e) ，叩dJμm (り
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Fig. 7. Fragjlm'if'omw virescens (Ralfs) Williams & Round. a， b: Whole valve， eXlerior， with a very narrow stemUJ11. C: Valve pole， exterior， 
showing a opening of the rimop印刷la(山row) and apical pore field. d: Whole valve， exterior， showing marginal spincs 011 the inlcrslrIae and 

uniseriate rows of areolae. e: Whole valve， Intcrnal vicw oF whole valve. f: Valve pole 01" e showing rimopol1ula and apical pore field. g 

Whole valvc， il1lcrior， with rimoportula at Qne end. h: Valve pole of g. Scale bars = 5μm 
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Fig. 8. Manyana manyi (Heribaud) Round. a， b: Whole frustLlles. exterior. showing striae consisting of slit like areolae， plain marginal ridge 
and wide valvocopula. c: Whole frustule， girdle view， with a step at head pole of the valve (arrow) . d: Whole valve， interior， with slit 

areolae. e: 8ase pole， exterior， with apical po悶 fieldconsisting of ITIany rows of poroids. f: Head pole， exterior， with a step and small apical 

pore field. Whole valve， interior， showing areolae with delicate inner occlusion and apicaJ pore field of the base pole. Scale bars ; 5μm 

(except c) and Iμm (c) 
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は両端で必ずしも同じ構造ではなく，片側には無いか

非常に目立たないこともある (Fig.3a，d)。さらに，小

孔域の不明瞭な側にはMartyana属に見られるような窪

み (step)が見られた (Fig.3a， d矢印)。本属は

FragilariaやStauroSH富とは条線が明瞭なスリット状で

あること，そしてMartyanaとは連絡針があることで区

別できる。

S飽uros加 Williamsand Round (Fig. lf， g， h， i， Fig.4) 

細胞は単独または糸状かジグザグ群体をつくる。外

形は様々で，卵形・楕円形・十字形，稀に三角形。軸

域は変化にとむが，非常に狭いことはない。条線は単

列の円形や楕円形の胞紋からなり，殻套まで連続す

る。胞紋は外側に小師板をもっため，その関口はス

リット状に見える (Fig.4a，b)。連結針は関条線上に

あり大きく，先がへら状に広がるものや二叉分枝する

ものがある (Fig.4a-f)。殻端の小孔域は様々であるが，

目立たず，数個の小孔が見られる程度である (Fig.4e

矢印)。プラークは小さく目立たず，ときにないことも

ある。殻帯は6-8個の開放型の帯片から成るが，これ

らの帯片には胞紋ない。また，比較的丸い種類では，

殻套中央部が広いため殻帯も大きく湾曲する (Fig.4e，

O。この属には旧FragiJariacons加 ensやF.e.泊ipticaが
含まれる。Fragi1aria属とは唇状突起がない点や殻帯に

胞紋が見られない点などで区別される。

Pseudo.胤'IUTOS加 Will泊ms飢dRound (Fig. lj， k， 1， Fig.5) 

この属は旧FragiJariabrevis凶a臼のように，軸域が

非常に広く，短い条線が殻縁に沿って配列しているよ

うな種類を含む。細胞は糸状の群体をつくる。外形は

線状または楕円形で，ときに殻側が波打つ。軸域が非

常に広いことが本属の大きな特徴である。条線は単列

で，数個(1-4)の胞紋から成り，そのうち 1個が殻套

部にある (Fig.5a， b， d)。胞紋は外側に円形か楕円形

のおおきな開口があり，内側に薄いメッシュ状の師板

がある (Fig.5c，e， f)。この師板は繊細で壊れやすい。

連結針は条線上にあり，先がへら状のものや分枝する

ものがある。プラークは殻套の縁に沿ってある (Fig.

5d)。殻端の小孔域は小さく，数個の小干しから成り，縁

どりが見られるものもある。殻帯は数枚の開放裂の細

い帯片から成るが，近縁属のように殻端で極端に湾曲

しない (Fig.5d)。殻縁に偏った条線(まばらな胞紋)

が本属の最も顕著な特徴である。

punc加拘ωW出amsand Round (Fig. 1m， n， 0， Fig. 6) 

本属は新種のP.linearisをタイプ種として記載され

た新属である。このP.linearisは従来FragiJ.宿泊pinna飽

として同定されていたものの一部で，StaurosireJJaに移

されたF.pinna飽とは異なるものに与えられた新名で

ある。しかし，光顕でこの2種を区別することは困難

である。外形は線状から楕円形で，異極性があり，一

方の殻端には弱い凹みがある (Fig.6c矢印)。軸域は

狭い。条線は左右交互に配置し (Fig.OO)，小さな胞紋

が4，5現j並んだ多列タイプで，全体とし卵裂となる

(Fig.6a-e)。このような多列タイプの条線構造は，近縁

腐の中ではこの属だけである。原記載では，連結針は

条線または開条線上にあり胞紋列を遮るとあるが，

我々の観察したものでは条線上になく，全て開条線上

にあった (Fig.6a-d)。殻端の小孔域は一方だけにあり，

見にくい (Fig.6d)。プラークはある。殻帯は開放型の

数枚の帯片から成り，殻端で狭くなる。この属にはP.

ovaJisがP.linearis同様に新種として記載されている。

Fragilarifonna Williams and Round (Fig. lp， q， Fig. 7) 

本属は最初Neofragilaria(WilIiams and Round 1987) 

の名称、で記載された。しかし，その2ヶ月程前に全く

別の珪藻に同じ名称、が与えれ出版されていたことが判

明し，翌年(1988)新たにこのFragilariformaに属名が

変更になった。タイプ種をはじめとし，この属の種類

は生育地が高層湿原のような酸性域に限られている。

また，葉緑体が円盤状で数個あることも他の属とは異

なる。細施は糸状またはジグザグ群体をつくる。殻は

線状，皮針形，楕円形で，殻端は細いくちばし状また

は頭状，そしてしばしば中央部でくびれる。軸域は非

常に狭<，外側からではほとんど識別できない。条線

は単列で，小さな円形の胞紋がー列に殻面から殻套の

縁近くまで連続してる (Fig.7a.・h)。また，殻套部では

しばしば長い条線の聞に短な条線が混じる午とがある

(Fig.7d， f， h)。連結針は開条線上にあり，単純な刺状

なものや，先がへら状になるものもある (Fig.7d)。殻

端の小孔域は明瞭で，密集した多数の小孔から成る

(Fig.7c， d)。唇状突起は一方の殻端近くに 1個あり，

内側のスリットは条線に沿って配置し (Fig.7f，h)，外

側の開口は他の施紋に比べ大きな楕円である (Fig.7c

矢印)。プラークはある。殻帯は4-6枚の開放型の帯片

から成り，一列の胞紋がある。接殻帯片には小殻援が

ある。唇状突起を持つFragilaria属とは，胞紋の構造や

配列，単純な小孔域などで区別ができる。
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Martyana Round σig. lr， s， t， Fig. 8) 

本属は Opephoramartyiとして知られてきた種をタ

イプとして設立された。従来 Opephor冨は旧Fragi.抱抱

と外形的に似ているが，異極性で，目立つて条線が太

い点で区別されてきた。しかし， Round (1990)は本

来q沼phoraの名称は海産種に与えられたものであり，

淡水種の Opephoramaηi は，海産のOpephoraと構造

的にも異なることから別属とし独立させた。細胞は単

独で生育し，足側(細い方)で砂などに付着する。殻

は卵形・楕円形で，頭側(太い方)に凹み(蜘p)があ

る (Fig.8a，c矢印， f)。軸域は狭い。条線は単列で，

スリット状の胞紋が殻面から殻套まで連続する (Fig.

8a， e， f)。原記載には内面観の写真が一枚もなく，そ

の記述もないが，我々の観察では胞紋の内側は繊細な

薄皮で被われていた (Fig.8g)。連結針，唇状突起そし

てプラークはない (a-g)。殻帯は5枚以下の帯片から

成り，殻端近くで急に細くなる (Fig.8c，e)。この属は

Sta脚 'sirellaに光顕的にも電顕的にも条線構造が似てい

るが，連結針やプラークが無いことで区別できる。
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